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挨

拶

石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
長

矢
田
俊
文

九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
が
産
業
労
働
研
究
所
に
代
わ

っ
て
正
式
に
発
足
し
た
の
が
、
昭
和
五
四
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
や
十
二
年
を
へ
よ
う
と
し
て

い
る
。

わ
が
国
の
石
炭
産
業
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
の
激
し
い

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
嵐
の
な
か
で
、
大
幅
な
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
筑
豊

・
唐
津

・
佐
世

保

・
山
口
の
わ
が
国
西
南
部

の
主
力
炭
田
の
石
炭
生
産
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
し
て
し
ま

っ
た
。
四
八
年

の
石
油
危
機
に
よ

っ
て
、
「石
炭

の
見
直
し
」

ム
ー
ド
が
高
ま
り
、
五
十
年

の

第
六
次
石
炭
鉱
業
審
議
会
答
申

で
は
国
内
炭
生
産

の
現
状
維
持
を
う
ち
だ
し
た
。
二
十
年
近
く
吹
き
荒
れ
た
閉
山
の
嵐
は
、

一
時
的
に
で
は
あ
る
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
っ
た
。
石
炭

研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
あ

っ
た
。
閉
山
の
嵐
の
な
か
で
散
逸
し

つ
つ
あ
る
石
炭

に
関
す
る
資
料
を
で
き
る
だ
け
沢
山
収
集

・
保

存
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
、
ま
さ
に
時
機
を
え
た
も
の
で
あ

っ.た
。

秀
村
選
三
初
代
セ
ン
タ
ー
長
の
も
と
で
、
こ
う
し
た
資
料
収
集
の
作
業
を
徹
底
的
に
行
い
、
わ
が
国
で
は
類
を
み
な
い
膨
大
な
石
炭
資
料

の
山
を
築
き
あ
げ
る
ま
で
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た

「
石
炭
史
の
資
料
を
細
密
な
ま
で
に

つ
き

つ
め
る
」
な
か
で
、
「
一
体
石
炭
と
は
日
本
の
近
現
代
に
と

っ
て
何
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
深
い
疑
問
」
を

「
歴
史
的
に
究
明

し
て
み
よ
う
」

(
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
ノ
ー
ト
』

一
号
、
昭
和
四
八
年
五
月
)
と
い
う
研
究
も

一
歩

一
歩
着
実
に
進
行
し
て
い
る
。

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
は
、
単
に
石
炭
だ

け
で
な
く
、
石
油
、
電
力
な
ど
よ
り
広
い
分
野
の
歴
史
を
研
究
す
る
雑
誌
と
し
て
昭
和
四
八
年
五
月
に

一
号
を
発
刊
し
て
以
来
、
今

年
で
十
八
年
を
迎
え
る
。
そ
の
間
十
号

(昭
和

五
四
年
三
月
)
を
記
念
し
て
従
来

の

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
ノ
!
ト
』
か
ら

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』

に
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
、
十

一
号

(
昭
和
五
六
年
十
月
)
か
ら
編
集
を

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
会
」
か
ら
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
に
変
え
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
以
後

一
四
号

(昭
和
六

一
年

一
二

月
)
ま
で
発
行
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
諸
般
の
事
情
か
ら
と
だ
え
た
も
の
を
、

一
昨
年
の
秋
、
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立
十
周
年

の

一
連

の
記
念
事
業

の

一
環
と
し
て
復
刊
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
十
五
号
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

十
周
年
事
業
は
、

一
、
展
覧
会

・
展
示
会
の
開
催

①
炭
鉱
絵
画

・
写
真
展

「石
炭
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
(平
成
元
年
十

一
月
十
日

ー

十
四
日
、
福
岡
市
)
、
②
炭
鉱
地
図

・

炭
鉱
札
展

(平
成
元
年
十
二
月
七
日

ー

二
年

一
月
二
八
日
、
飯
塚
市
)
、③

炭
鉱
写
真

・
ビ
デ
オ
展

(平
成
元
年
十
二
月
六
日

ー

十
日
、
佐
世
保
市
)
、
二
、
論
文
集
の
刊
行

1

①

『戦
前
期
筑
豊
炭
鉱
業

の
経
営
と
労
働
』
啓
文
社

(平
成
二
年
)
、②

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
十
周
年
記
念
号

(十
五
号
)
、
三
、
記
念
パ
!
テ
ィ
i

(平
成
元
年
十

一
月

十
三
日
)
の
3
つ
の
内
容

で
行
わ
れ
、
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
は
十
周
年
事
業
の
最
後

の
仕
上
げ
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

発
行
者
で
あ
る
西
日
本
文
化
協
会
、
本
誌
に
投
稿
し
て
頂
い
た
皆
様
は
じ
め
日
頃
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
に
御
協
力
頂
い
て
い
る
皆
様
に
こ
こ
で
改
め
て
御
礼
致
し
ま
す
。


